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研究成果の概要：実際空間と立体視による空間という 2 種類の空間を用いてそれぞれの空間内

での視覚的注意特性について検討された．注意を向けるための手がかりの提示時間の長短によ

って反応に違いがみられ，観察者動態で，手がかりの提示時間が長い場合には「遠くから近く」

が「近くから遠く」よりも反応時間が短くなった．また，立体視空間においては，遠近のいず

れの空間においても課題が複雑な場合には課題が単独の場合と比べて反応時間が遅延すること

が示された．
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１．研究開始当初の背景

注意研究の多くは二次元平面上で行なわ
れており，実際の行動空間である三次元空間
における注意特性に関する研究は非常に少
ない．特に三次元空間において注意がどのよ
うに配分され，情報処理にどのように貢献し
ているのかについては動的環境内における
視覚機構の理解にとって極めて重要である．
本研究では三次元空間における注意移動の
非対称性の生起メカニズムに関する検討を
行なうことを目的としている．これによって，
注意移動の非対称という現象のメカニズム
を解明し,実際場面におけるインターフェイ

スの設計や構築における安全性への提言を
目指す．さらに，三次元空間における注意特
性は現実場面での人間の情報処理と密接に
関係することから，観察者の動態時と静態時
の各条件での結果を比較することで注意機
構に対して観察者の行動が持つ役割につい
て詳細に検討する．

２．研究の目的

（1）注意移動特性の非対称性における生起
メカニズムの解明
三次元空間での注意移動の非対称性にお

ける生起メカニズムについての検討を行な

研究種目：若手研究（B）

研究期間： 2006 ～ 2008

課題番号： 18730465

研究課題名（和文）遠近方向の注意移動における非対称性の生起要因に関する研究

研究課題名（英文）An investigation about factors of asymmetrical switching of attention

in three-dimensional space

研究代表者 木村 貴彦 （KIMURA TAKAHIKO）

（大阪大学・人間科学研究科・助教）

研究者番号：80379221



う．これまでに三次元空間において注意が
「遠くから近く」へ移動する方が「近くから
遠く」へ移動するよりも効率が良いことが示
さ れ て き た が （ 例 え ば ， Downing &
Pinker,1985; Miura, Shinohara & Kanda,
2002），その生起要因については明らかでは
ない．本研究の第一の目的はその生起メカニ
ズムに関する検討を行なうことである．特に
観察者が前進移動している場合に上述の注
意移動の非対称性が顕著になることが示さ
れているため，観察者の動態時と静態時の各
条件での結果を比較することで注意機構に
対して観察者の行動が持つ役割について詳
細に検討する．

（2）注意切り替え特性の時間的特性
注意の働きが時間的な影響を受けることが
知られている（例えば，二次元平面での
Nakayama & Mackeben,1989）．しかしなが
ら，三次元空間における刺激提示のタイミン
グといった時間的要因が三次元空間での注
意移動の非対称性に及ぼす影響について検
討したものはない．そこで，本研究では刺激
提示時間を操作することが注意移動特性に
とってどのような効果を持つのかについて
検討された．

３．研究の方法

実際空間での注意切り替え特性について，
空間手がかり法（Posner, Nissen, & Ogden,
1978）を用いて注意移動の制御を行なう．こ
れは，標的となる刺激の提示される前に，空
間的位置に関する情報を手がかり刺激とし
てあらかじめ与えておき，その手がかり通り
に標的が提示される場合と，手がかりとは反
対の方向に標的が提示される場合のそれぞ
れに基づいて注意の移動効率を検討するも
のである．また，その際に，観察者動態と静
態を設けた上で手がかり刺激の時間を制御
し，その時間的特性を検討した．

また，立体視空間での注意特性について検
討するために，ハーフミラーによって２つの
モニタ上の刺激像を虚像として投影する装
置を構築し，動態を模擬した奥行き方向への
光学的流動を提示することが可能とした．

４．研究成果

（1）手がかり刺激の時間的特性と奥行き方
向での注意移動の異方性について

先行手がかり提示時間が，三次元空間内で
の注意特性についてどの様な影響を及ぼす
のかについて先行手がかりの反応時間に対
する影響を指標として，実際空間内で検討を
行った．具体的には，手がかり提示後に標的
刺激が提示されるが，その際に正しい空間的

位置に標的刺激が提示される場合と，逆の位
置に標的刺激が提示される場合があった．加
えて，先行手がかりの提示時間が 200ms と
600ms の条件が設けられた．その結果，提示
時間が 200ms の場合には手がかりの効果が見
られなかったのに対して，提示時間が 600ms
の場合は手がかりの効果が見られた．また，
標的刺激が先行手がかりとは逆の位置に提
示された場合に反応時間の遅延が示された．
先行手がかりの提示時間の長短によって手
がかりの効果が異なったことから，豊富に奥
行き情報が存在する実際空間と制限された
奥行き情報を利用する仮想空間での注意配
分の時間特性に違いが見られる可能性を示
唆している．

（2）観察者動態と静態について
実際の三次元空間内における視覚的注意

に関して，特に遠近方向での視覚的注意の切
り替えにおける時間的特性を観察者静態と
動態の両事態で検討した．先行手がかり法を
用いた結果，観察者静態では（図 1），いずれ
の要因も有意ではなく，手がかり提示時間と
注意切り替え方向は反応時間に影響を与え
なかった．一方，観察者動態では（図 2），手
がかり提示時間と切り替え方向の主効果が
有意であったが，交互作用はみられなかった．
すなわち，手がかり提示時間が 200ms の時よ
りも 600msの時に注意切り替えを伴う反応時
間が遅延しており，切り替え方向において，
「遠くから近く」が「近くから遠く」よりも
短くなることが示された．これらのことは観
察者動態と静態によって時間的特性が異な
る様相を有することを示唆している．

図 1 観察者静態時における手がかり呈示時
間ごとの注意切り替え

図１ 観察者静態時における手がかり呈示時
間ごとの注意切り替え

図 2 観察者動態時における手がかり呈示時
間ごとの注意切り替え

（3）仮想空間における特徴について
両眼視差を用いた仮想空間内における視

覚的注意について，実空間へ虚像を用いた情
報を提示する手法であるヘッドアップディ
図２ 観察者動態時における手がかり呈示時
間ごとの注意切り替え



（3）仮想空間における特徴について
両眼視差を用いた仮想空間内における視

覚的注意について、実空間へ虚像を用いた情
報を提示する手法であるヘッドアップディ
スプレイの手法の実現に向けた基礎的検討
として，運動事態を想定した周辺視野での光
学的流動刺激提示の際に遠い空間と近い空
間で生起する事象に対する反応の違いを検
討した．その結果，遠近のいずれの空間にお
いても課題が複雑な場合（連続的に課題を行
うことが求められた場合）に課題が単独の場
合と比べて反応時間が遅延することが示さ
れた（図 3）．

図 3 課題に対する平均反応時間

（4）まとめ
実空間と仮想空間の 2種類の三次元空間内

において，視覚的注意特性を検討したものは
これまでになく，基礎的知見としても実際的
知見としても有用な知見を蓄積したと考え
られる．また，注意が空間に向けられる時に
用いられる手がかりの提示時間についての
検討を観察者が動態と静態の両条件を用い
て行っていることから，特に交通場面での高
度情報化によるドライバに対する負担につ
いて，例えばカーナビゲーションやヘッドア
ップディスプレイなどの情報機器の設置と
使用の安全性に関する貢献が期待できる．

今後は本研究でもって明らかにされた三
次元空間での注意特性についての検証を進
めるために，多様な条件を設定して詳細に検
討を進めていかねばならない．
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